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1  $\iota$ \mathfrak{B}^{ $\Gamma$ \mathrm{C}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{y}} によるPDF スライド教材の作成
1.1 l亀TCindy とは
『Iffl $\lambda$文書へ図表を簡単に挿入するために,2006年から,数学ソフト (Maple, Math‐
ematica など) のマクロパッケージとして  $\iota$ \mathrm{q}_{ $\Gamma$ \mathrm{p}\mathrm{i}\mathrm{c}} を開発し,2010年に数値計算ソフト
Scilab 版晦rpic として完成した.2014年には,動的幾何ソフトCinderella と連携して
rrCin \mathrm{d}\mathrm{y} に進化し,GUI (Graphic User Interface) も装備された.  $\iota$wCindy のイン
ストール方法については,web ページ
https: //\mathrm{w}\mathrm{w}\mathrm{w}65 . atwiki. jp/ketcindy/
の \mathrm{r}$\Phi$^{ $\Gamma$ \mathrm{C}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{y}} の準備 (インストール方法) 」 を参照せよ.現在,KJCindyでは,Scilab
以外の数学ソフト (maxima, \mathrm{R}, Risa/Asir, FriCAS) も援用できるよう改良されており,
 $\Phi$rCindyで作成できる作業を表1にまとめる.また,現TCindy をインストールすると
/\mathrm{U}\mathrm{s}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{s}/ (User’s Name) /\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{c}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{y}/\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{s}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{l}\mathrm{e}/\mathrm{s}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{l}\mathrm{e}\mathrm{s}/
に表1のサンブルフォルダ群があり,これらの作業方法の参考になる.







BIfflユーザーの間では,PDF スライドを作成するツールとして beamer パッケージ






































\}{target name}{ \backslash beamerbutton{ターゲットへ}}
次のスライドへ進む場合 : \backslash yperlinksl idenext \{\backslash \mathrm{b}\mathrm{e}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{g}\mathrm{o}\mathrm{t}\mathrm{o}\mathrm{b}\mathrm{u}\mathrm{t}\mathrm{t}\mathrm{o}\mathrm{n}\{\}\}
前のスライドへ戻る場合 : \backslash \mathrm{h}\mathrm{y}\mathrm{p}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{l}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{k}\mathrm{s}\mathrm{l}\mathrm{i}\mathrm{d}\mathrm{e}\mathrm{p}\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{v}\{\backslash \mathrm{b}\mathrm{e}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{u}\mathrm{m}\mathrm{b}\mathrm{u}\mathrm{t}\mathrm{t}\mathrm{o}\mathrm{n}\{\}\}
スライドを再表示させる場合 : \backslash \mathrm{a}\mathrm{g}\mathrm{a}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{f}\mathrm{r}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{e}{target name}
これらの機能を利用して,動的な PDF スライドを作成できる.
1.3 PDF スライ ドの作成方法について
前節で解説したように,beamerパッケージを利用する場合,挿入する図表は別の方





/\mathrm{U}\mathrm{s}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{s}/ (User’s Name) /\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{c}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{y}/\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{t}\mathrm{s}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{l}\mathrm{e}/\mathrm{s}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{p}\mathrm{l}\mathrm{e}\mathrm{s}/\mathrm{s}07\mathrm{s}\mathrm{l}\mathrm{i}\mathrm{d}\mathrm{e}\mathrm{s}/
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を開いて,2つのファイル
s0701basic. cdy : Cinderella実行ファイル
























17 new: :enumerate 環境の使い方//
18
19 enumerate:: [(1)]//













1」 と表示させる.8行目と17行目は,新しいページの上方に ritemize 環境の使い方」
と表示させる.10行目から14行目までは,itemize環境で箇条書きを表示させる.19行
目から22行目までは,enumerate環境で番号付き箇条書きを表示させる.
さらに,s0701basic.cdy を開き,上部ツールバーから 「スクリプト」 > rCindyScript」
を選択しクリックすると,スクリプトエディタが開く.スクリプトエディタには,以下
のプログラムが書かれている.




5 //Addpackage ([^{\mathrm{I}1}\mathrm{p}\mathrm{i}\mathrm{c}\mathrm{t}2\mathrm{e}^{\mathrm{t}1}]) ;
6 //Addpackage ( [dvipdfmx] {medi \mathrm{a}9\}^{\mathrm{t}1\mathrm{I}}[\mathrm{d}\mathrm{v}ipdfmx] {animate}”, \mathfrak{l}1ketmedi \mathrm{a}^{\mathrm{t}\mathfrak{l}}] );
7
8 Setslidebody (\mathrm{k}^{\mathrm{I}\mathfrak{l}})
9 Setslidehyper \langle^{\prime\downarrow \mathrm{I}1} );
10
11 Texcom (^{\mathrm{I}\mathrm{I}}\backslash \mathrm{L}\mathrm{a}x\mathrm{g}\mathrm{e}\backslash \mathrm{b}\mathrm{f}\backslash \mathrm{b}\mathrm{o}\mathrm{l}\mathrm{d}\mathrm{m}\mathrm{a}\mathrm{t}\mathrm{h}^{\mathfrak{l}1} ):












kc sh とfigフオルダが出現する.このとき,figフオルダ内にも \mathrm{k}\mathrm{c} .sh が生成される.で
は,このプログラムについて解説しよう.
1行目で  $\iota$wCindy を初期化し,21行目までのプログラムを実行し,Cinderella メイ
ン画面に表示させる.3行目はスライド関係ファイルの作成場所を指定し,Dircdyで
s0701basic. cdy があるフォルダを指定できる.5行目と6行目はJAmx で使用する sty
ファイルを指定し,文頭の//でコメントアウトされている (実行しない) . 11行目は
s0701basic.tex に挿入したい文を指定し,12行目は作成する図に挿入する文字のフォ
ントサイズを \backslash small と指定する.14行目から19行目まででタイトルページに書き込む





れ,PDF で表示される.さらに,rShde」 ボタンをクリックすると,mywork フォルダ内
にs0701basic.tex が生成され,PDF で表示される.
基本的な操作は以上である.この他,beamerと同様,overlay機能も可能である.具
体的には, \mathrm{s}07slides フォルダ内の \mathrm{s}0703repeat.txt を開くと,以下のプログラムが書
かれている.




5 0/thin [2,-] ::item: :番号を変えるには,例えば [(1)]//
6 /,thin [3,-] : :item: :後は同じ//
7 \mathrm{e}\mathrm{n}\mathrm{d}//
2行目は,同じスライドを3ページ繰り返すことを指定する.5行目は, r.thin [2,-]: :
で2ページ以降に表示させることを指定し,それ以外 (1 ページ目) のページでは薄文字
で表示させることを指定する.6行目も同様である.また,パラパラ動画を作成し,ス





























① 0 分 ②30分 ③1時間 ④1時間30分 ⑤2時間以上
(2) 毎回の授業の予習で,あなたはどの程度課題を仕上げられますか.
① 0 % ② 30 % ③ 50 % ④80 % ⑤100 %
(3) 毎回の授業で,あなたは教科書の内容をどの程度理解できますか.
① 0 % ② 30 % ③ 50 % ④80 % ⑤100 %
(4) 毎回の授業の講義で,あなたは講義内容をどの程度理解できますか.
① 0 % ② 30 % ③ 50 % ④80 % ⑤100 %
(5) 毎回の授業の講義で,あなたはスライドと板書のどちらがよいですか.
①スライド ②どちらでもよい ③板書
(6) 毎回の授業の演習 (『学び合い』) で,あなたはどの程度課題を仕上げられますか.
① 0 % ② 30 % ③ 50 % ④80 % ⑤100 %
(7) 毎回の授業の予習確認テストは,あなたにとってどの程度難しいですか.
①簡単 ②少し簡単 ③普通 ④少し難しい ⑤難しい
(8) 毎回の授業の公式テストは,あなたにとってどの程度難しいですか.
①簡単 ②少し簡単 ③普通 ④少し難しい ⑤難しい
(9) 毎回の授業で,あなたはどの程度復習しますか.
① 0 分 ②30分 ③1時間 ④1時間30分 ⑤2時間以上
(10) 毎回の授業の復習確認テストは,あなたにとってどの程度難しいですか.
①簡単 ②少し簡単 ③普通 ④少し難しい ⑤難しい
このアンケート結果は以下のようになった.
(1) 毎回の授業で,予習時間は30分 \sim 1 時間程度である.
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\bullet \mathrm{I}\mathrm{q}_{ $\Gamma$ \mathrm{C}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{y}} のスライド作成機能をさらに使いやすくなるよう改良する.
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